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　令和６年の新春を迎え、謹んでご挨拶を申し上げます。

　平素より当協会の運営に格別のご支援、ご協力を賜り衷

心より御礼申し上げます。

　まずは、本年元旦に発生した石川県能登半島地震と、

１月２日に発生した羽田空港における航空機衝突事故

で被害に遭われた皆様に心よりお見舞い申し上げます

とともに、亡くなられた方々に謹んで哀悼の意を表し

ます。　

　さて、コロナ禍が始まり４年弱、社会経済活動がよ

うやく通常に戻る兆しが見えてまいりました。しかしなが

ら、生活様式や経営環境が大きく変化し、ポストコ

ロナ時代の事業運営のあり方を模索する中、ロシア

のウクライナ侵攻やイスラエル・ハマス紛争をはじ

めとする国際的紛争が世界経済に大きな混乱をもたら

すなど、昨年も非常に厳しい１年となりました。

　「エッセンシャルワーカー」として国民生活を支

える貨物自動車運送事業を取り巻く環境においても、

急激な円安進行等の影響により、燃料や車両価格の

高騰が続き、労働力確保のための人件費上昇にも直面

しており、予断を許さない状況が続いております。

　こうした中、いよいよ2024年4月より働き方改革関

連法の改正に伴う時間外労働の上限規制ならびに改正

改善基準告示が適用となります。しかしながら、依然

として充分な体制整備ができているとは言い難い状況

にあり、多くの中小事業者においては厳しい経営環境

下で大きな変革が求められる１年になることが予想さ

れます。政府においても、昨年閣議決定された「物流

革新に向けた政策パッケージ」及び「物流革新緊急パ

ッケージ」にて、ドライバーの労働環境改善や人材確

保に向け、早期に具体的な成果が得られるよう、業界

への力強い支援策がまとめられたところであります。

　2024年の事業活動においては、引き続き会員事業者

の経営基盤を支援すべく、昨年7月に創設された国土交

通省「トラックGメン」のお力添えをいただきながら、

本年中に新たに見直される「標準的な運賃」を基にし

た適正な運賃料金の収受と荷主対策の深度化に向け

て、一層の啓発活動に取り組んでまいります。

　また、地方創生臨時交付金等を活用した燃油価格

高騰対策、生産性向上に向けた利用しやすい高速道

路料金の実現と物流ネットワークの形成支援、そし

て高速道路の速度規制緩和の拡大等をはじめとする

諸課題の解決に向けて、自由民主党愛知県議員団運

輸振興議員連盟をはじめ、自由民主党愛知県支部連

合会、公明党愛知県本部の先生方とも連携し、要望

活動を一層強化してまいります。

　一方、依然として県下で多発する交通事故を撲滅す

るため、「トラック事業における総合安全プラン2025」

に掲げる基本目標達成に向けて、当協会独自の重点目

標を設定し、関係行政と一体となって事故抑止活動や

安全教育支援、先進機器の導入助成、事業運営に資す

るセミナーや講習会の開催等を実施してまいります。

　適正化事業においては、全国適正化事業実施機関と

連携し、巡回指導におけるD・E事業所への重点指導に

より、業界内の法令遵守を一層徹底し、荷主や消費者

の皆様にとって安全で安心な業界を目指してまいります。

　さらに、就職面談会やハローワークと提携した地

域密着型就職イベント等の人材確保対策事業を継続

し、業界PR動画の配信やSNS等を活用した広報活動

を展開するなど、業界イメージや魅力向上を積極的

に後押ししてまいります。特に、昨年は4年ぶりに

開催された「名古屋モビリティショー」にブース出

展し、生活に欠かせない「物流」を支えるトラック

の役割と魅力を広く周知いたしました。物流の必要

性について更なる理解・浸透を図るべく、本年10月に

はポートメッセなごやにおいて「トラックFes2024」

を開催いたしますので奮ってご参加ください。

　そして、中部トラック総合研修センターにおいて

は、輸送の安全確保に係る人材育成のため資格

認定講座や実践的研修の更なる充実に加え、大

規模災害発生時の物資輸送拠点に指定されてい

る当施設について、有事の際、速やかに愛知県

基幹的広域防災拠点と連携を図れるよう、実効

性のある体制整備を進めてまいります。

　最後に、現在建替工事中の新トラック会館は、い

よいよ本年11月竣工予定となっております。これを

機に、より一層職員一丸となってトラック運送業界

の発展のため迅速かつ的確に活動してまいります。

　結びに、トラック運送業界への更なるご理解とご協

力をお願いするとともに、皆様のご多幸とご健勝を祈

念いたしまして新年のご挨拶とさせていただきます。

一般社団法人愛知県トラック協会

会　長 寺　岡　洋　一

 年 頭 所 感



新春を迎えて

愛知県知事

 大　村　秀　章

　あけましておめでとうございます。

新たな年が、県民の皆様にとりまして素晴らしい

1年となりますよう、心からお祈り申し上げます。

　昨年は、新型コロナウイルス感染症が5類感染

症へ移行し、アフターコロナへの動きが加速する

中、安心な日常生活を取り戻し、社会経済活動を

回すための取組をオール愛知一丸となって進めて

まいりました。

　そうした中、昨年は、新たに「もののけの里」

が開園した「ジブリパーク」を始め、国内最大の

スタートアップ支援拠点「STATION Ai」や「愛知

国際アリーナ」の整備を着実に推進するとともに、

2026年の愛知・名古屋アジア・アジアパラ競技大

会に向けた準備をしっかりと進め、愛知を更なる

「飛躍」へと導く1年とすることができました。

　また、国に先駆けて取り組んだ「少子化対策パ

ッケージ」や、本県独自の「休み方改革プロジェ

クト」など、時代の流れを見極めながら、愛知が

「ファースト・ペンギン」となり、様々な取組に

果敢にチャレンジした1年でもありました。

　世界は、グローバル化やデジタル化の加速度的

な進展、SDGs実現に向けた潮流など、大きく変化

をしています。こうした変化に的確に対応し、将

来にわたり、愛知が成長を続けていくためには、

何より、愛知を支える「人づくり」が重要となり

ます。

　今年も、日本の未来を形づくるビッグプロジェ

　　

クトを着実に進めるとともに、新時代を担う人材

の育成・発掘に力を注ぎ、「日本一元気なあいち」

の実現を目指してまいります。

　今年3月には、ジブリパーク最大のエリアである

「魔女の谷」が開園し、フルオープンを迎えます。

また、10月には、「STATION Ai」がいよいよ開業

します。世界中から、最先端の技術・サービス、

人材を愛知に呼び込み、新たなイノベーションを

次々と創出することで、更に人材が育ち集まって

くる、そうした人材の好循環を生みだし、更なる

愛知の成長につなげてまいります。

　もちろん、こうした取組とあわせ、社会インフ

ラ整備や農林水産業の振興、教育、女性の活躍、

医療・福祉、感染症対策、環境、雇用、多文化共

生、防災・交通安全、東三河地域の振興など、県

民の皆様の生活と社会福祉の向上にも力を注いで

まいります。

　引き続き、県民の皆様すべてが豊かさを実感で

きる「日本一住みやすい愛知」、すべての人が輝

き、未来へ輝く「進化する愛知」の実現を目指し、

全力で取り組んでまいりますので、一層のご理解

とご支援をお願い申し上げます。

　2024年元旦　



年 頭 の 辞

中部運輸局長

 金　子　正　志　

　新年あけましておめでとうございます。謹んで

年頭のご挨拶を申し上げます。

　交通及び観光関連の事業に従事される皆様にお

かれましては、日々、安全で安定したサービスの

提供に努めていただいており、深く敬意を表しま

す。また本記事をご覧の皆様には、運輸・観光行

政に対するご理解・ご協力を賜り、誠にありがと

うございます。本年も変わらぬご支援をいただけ

ますよう、お願い申し上げます。

　ここ数年は、新型コロナウイルス感染症の拡大

により運輸・観光業界も厳しい状況が続いており

ましたが、昨年５月にその取扱いが５類に引き下

げられて以降、人々の暮らしに日常が戻ってまい

りました。通勤需要など、決して元通りというわ

けではありませんが、訪日外客数などコロナ禍以

前の実績を上回る分野も出てきています。コロナ

禍からの復活、さらには過去の実績を超えていく

動きをしっかりと捉えて、皆様と共に取組を進め

てまいりたいと思います。

　昨年は運輸の安全性確保に関連するいくつかの事

案に注目が集まりました。大手中古車販売事業者に

よる不正事案が発覚し、道路運送車両法に基づく行

政処分が行われたことは記憶に新しいところです

が、その他にも北海道知床での遊覧船事故を受けて

海上運送法等の改正がされるとともに、事故に関す

る最終報告書が提出されました。また、豪雨や台風

等により、各運輸モードで計画運休が行われるな

ど、自然災害への対応にも追われました。

　輸送の安全に対する利用者の意識が高まる中、

こうした事案への対応を通じて、安全性確保の重

要性を改めて強く認識致しました。中部運輸局で

は、こうした経験を踏まえながら、運輸行政の最

重要課題である「輸送の安全・安心の確保」に全

力で取り組んでまいる所存です。　

　さて、新たな年を迎えるに当たっての課題につ

いてお話ししたいと思います。まずはその名の通り

「２０２４年問題」を最初に挙げることとします。

物流産業では、「働き方改革関連法」に基づき４月

から実施される、自動車の運転業務の時間外労働

の上限、拘束時間等の規制強化により、トラック

ドライバーの労働環境の改善が期待される一方で、

担い手の不足から物流の停滞が懸念されています。

政府では「物流革新緊急パッケージ」を策定し、

物流の効率化、荷主・消費者の行動変容、商慣行

の見直しなどにつき具体的対策を講じております

が、中部運輸局としても、当地域における「トラ

ックＧメン」による荷主等への監視体制の強化、

物流ＤＸ及びモーダルシフトの支援などの取組を

着実に実施し、２０２４年問題の影響の最小化に

注力します。

　なお、こうした人手不足の問題は、トラック事

業に限った話ではありません。バスやタクシーな

どの地域の公共交通や、地域活性化を担う観光産

業においても、担い手の確保は深刻な課題になり

つつあります。こうした人材確保の取組について

も、しっかりと支援してまいりたいと思います。

　旅客輸送の観点からは、地域公共交通の再構築



の加速化を挙げたいと思います。地域の公共交通

は、人々の生活を支える重要なインフラですが、

人口減少や少子高齢化、コロナ禍による影響から

自動車への移行と、大変厳しい状況に直面してお

ります。国土交通省では昨年来、「リ・デザイン

（再構築）」を掲げ、公共交通が将来にわたって

持続可能な形でサービスを継続できるよう、様々

な支援制度を創設・拡充しております。地域の皆

さんが地域交通の将来像を考える「再構築」に取

り組むに当たり、どのような手法が活用できるの

かを提示し課題解決に向けて共に考えるのが行政

の役割でもあります。中部運輸局におきましても、

当地域の地方公共団体や交通事業者との連携を強

化し、地域公共交通の再構築に資する取組を積極

的に支援してまいります。

　当地域の観光振興にも触れておきたいと思いま

す。長きに亘ったコロナ禍が収束し、観光にも活

気が戻ってまいりましたが、訪日外国人旅客数に

ついては、全国的な復活が見られる中で、当地域

における復活の遅れが目立ちます。これまで得意

としていたアジア市場の復活に期待するだけでな

く、新たに富裕旅行者の取込みや消費単価の高い

欧米豪市場からの誘客を課題と捉え、当地域の更

なる魅力向上と観光振興に取り組んでまいりたい

と考えます。

　明るいニュースの一つが、３月１６日に予定さ

れている北陸新幹線の敦賀延伸です。福井県をは

じめ地元では、このチャンスを最大限活かすべく、

観光資源の磨き上げや交通ネットワークの充実等

が進められています。新しいアクセスを得て、中

部地域全体に新たな需要を呼び込んでいけるよう、

取り組んでまいりましょう。

　もちろん、将来を見据えて着実に進めていかな

ければならない課題もあります。その一つがリニ

ア中央新幹線の整備です。品川～名古屋間開業に

向けた工事が進み、各駅周辺での交通結節機能の

強化など、リニア効果を最大化する取組が進めら

れています。プロジェクトの着実な進行に向け、

関係自治体等と一層協力を深めてまいります。

　２０５０年カーボンニュートラルも中期的な課

題として重要です。その実現に向け、公共交通及

び物流部門におけるＧＸの推進を含め、運輸部門

の脱炭素化にしっかりと取り組んでまいります。

　また、自動運転やドローンなどの新技術の活用

についても触れておきます。人口減少・少子高齢

化が進行する我が国においては、持続可能な社会

の構築に向け、新技術の活用で対応していくこと

がますます重要となります。交通分野においても

自動運転やドローン配送などの実装に向けた取組

が進んでおり、中部運輸局としても、当地域にお

ける取組を積極的に支援していきたいと考えてお

ります。

　以上、昨年を振り返りつつ、今年の課題につい

て述べてまいりました。各種の取組が当地域の飛

躍に繋がること、また本年が皆様にとって幸せな

一年になることを心より祈念いたしまして、私か

らの新年のご挨拶といたします。本年もどうぞよ

ろしくお願い申し上げます。

　以下では、２０２４年における中部運輸局の施策

の方向性について、「輸送の安全・安心の確保」、

「産業活動に不可欠な物流の効率化・円滑化」、

「公共交通の確保・充実による豊かな地域づくり

の推進」、「地域経済を支える観光の質的向上」

及び「防災・危機管理」の５つを柱としてご説明

いたします。

１．輸送の安全・安心の確保

（１）輸送の安全・安心の確保は、中部運輸局に

とって最優先の課題であるとの認識のもと、運輸

安全マネジメント制度及び監査指導を「車の両輪」

として推進し、経営トップから現場まで一丸とな

った運輸事業者の安全管理体制の構築に寄与すべ

く、引き続き取り組んでまいります。

（２）自動車交通分野においては、民間指定機関



である「（一財）中部貸切バス適正化センター」

及び各県の貨物自動車運送適正化事業実施機関と

連携をしながら、効率的な監査・指導を実施し、

事業の安全性を確保してまいります。

　また、コロナ禍後の需要回復を受け、貸切バス

の「運賃・料金の適正な収受」を呼びかけるとと

もに、安全・安心な運行を阻害する行為に対して

は厳正に対応してまいります。さらに、訪日外国

人観光客の増加を踏まえ、空港や観光地における

白タク行為の排除に向けた取組も進めてまいります。

（３）減少傾向にあった事業用自動車に係る交通

事故の総数が、令和2 年以降増加に転じているこ

と、未だに飲酒運転による事故が発生しているこ

とを踏まえると、事故防止に向けた総合的な取組

を進めることが必要です。令和３年３月に策定さ

れた「事業用自動車総合安全プラン２０２５」に

基づく取組などを推進し、一層の事故削減に向け

て対応を進めてまいります。

（４）近年、衝突被害軽減ブレーキ等の高度な運

転支援機能を搭載した先進安全自動車の普及や自

動運転技術の開発・実用化が進んでおり、交通事

故の防止に大きな効果が期待されます。特に自動

運転については、昨年4 月に施行された改正道路

交通法を踏まえ、全国初の「自動運転レベル４」

での移動サービスが中部管内で昨年5 月から開始

されました。国土交通省では、自動運転レベル４

の社会実装に向けて、地域が行う自動運転の実証

事業に対する支援を行っており、中部運輸局とし

ても各地域のこうした取組に積極的に協力してま

いります。

（５）自動車技術の急速な進展や脱炭素化に向け

た電動車の普及加速による自動車の高度化・複雑

化に伴い、自動車整備業の重要性は益々増加して

います。このため、本年4 月からの特定整備制度

の運用を確実に進めるとともに、自動車整備業の

人材育成・確保にも関係団体と連携しつつ取り組

んでまいります。あわせて、自動車の検査（車検）

において、本年１０月開始予定の車載式故障診断

装置を活用した検査（ＯＢＤ検査）の円滑な導入

に向けた準備を引き続き進めてまいります。

（６）自動車の検査登録については、昨年１月か

らＩＣタグが貼り付けられた車検証の交付が開始

され、民間車検場（指定自動車整備工場）等が車

検証の有効期間を更新できる「記録等事務代行サ

ービス」が始まりました。これまで自動車保有関

係手続のワンストップサービス（ＯＳＳ）申請を

行ってもなお必要であった運輸支局・事務所への

来訪が不要となり、利便性が向上します。引き続

きＯＳＳの利用促進等、行政手続の向上に向けて

取り組んでまいります。

（７）鉄道分野については、運転事故の多くを占

める踏切障害事故及び人身障害事故を防止するた

め、立体交差化や踏切保安設備の整備等への支援

を推進してまいります。駅の安全性確保に関して

は、ホームドアの設置や内方線付き点状ブロック

の整備などのハード対策に加え、障がいのある方

への声かけなど、駅係員等への教育の充実といっ

たソフト対策を進めてまいります。また、計画運

休実施時や輸送障害発生時における全ての利用者

への適時適切な情報提供が可能となるよう各事業

者の取組を支援してまいります。

（８）海事分野については、北海道知床での遊覧

船事故を受け、海上運送法等を一部改正し、安全

管理規程に記載する重要規程の法令化、安全統括

管理者・運航管理者に対しての試験制度の導入、

小型船舶の特定操縦免許（事業用操縦免許）取得

への修了試験の導入など、安全対策を「重層的」

に強化したところです。安全・安心な小型旅客船

の実現に向けて、迅速かつ適切に取り組んでまい

ります。

（９）公共交通機関等における防犯対策について



は、事業者に対して万全の対策を措置するよう指

導するなど、引き続き関係機関と連携して取り組

んでまいります。また感染症対策についても、冬

期を中心とする流行の拡大に備え、利用者の安全

確保及び輸送サービスの安定的な提供の観点から、

引き続き適切な予防策を講じるよう、関係者と連

携してまいります。

２．産業活動に不可欠な物流の効率化・円滑化

（１）「ものづくり」の一大拠点である中部地域

においては、国際競争力の維持・強化等のために

も、物流分野の活性化が重要です。物流分野を取

り巻く環境は、新型コロナ感染症の拡大を経て大

きく変容し、Ｅコマース市場の拡大や新しい生活

様式に対応した非接触・非対面型の物流への変革

が進みました。また、働き方改革関連法が本年４月

から適用されることとなり、物流の停滞が懸念さ

れる「２０２４年問題」が目前に迫っている状況

です。

（２）中部運輸局では、総合物流施策大綱（令和

３年６月閣議決定）で示された「物流ＤＸや物流

標準化の推進によるサプライチェーン全体の徹底

した最適化」「労働力不足対策と物流構造改革の

推進」「強靱で持続可能な物流ネットワークの構

築」の３つを柱として各種施策を推進しています。

その後、関係閣僚会議において示された昨年６月

の「物流革新に向けた政策パッケージ」、１０月の

「物流革新緊急パッケージ」に基づき、「物流の

効率化」、「荷主・消費者の行動変容」、「商慣

行の見直し」について早期に具体的な成果が得ら

れるよう、関係者と連携しながら各種施策を一層

推進してまいります。

（３）トラック運送事業においては、「物流革新

に向けた政策パッケージ」に基づき、適正な取引

を阻害する疑いのある荷主企業・元請事業者への

監視を強化するため、昨年７月に「トラックＧメ

ン」が創設されました。これにより、荷主等への

監視体制をさらに強化し、取引の適正化を推進し

てまいります。

　標準運送約款及び令和２年４月に告示された

「標準的な運賃」については、現在、荷待ち・荷

役に係る費用、燃料高騰分、下請けに発注する際

の手数料等も含めて荷主企業等に適正に転嫁でき

るよう、見直しが進められております。引き続き

、荷主企業等への周知・徹底を強化するとともに

、実勢運賃に反映されるよう努めてまいります。

（４）また、「働き方改革関連法」に基づく年

９６０間を上限とする罰則付きの時間外労働規制

の適用が目前に迫っています。物流の持続性を確

保するため、「ホワイト物流」推進運動によりト

ラック輸送の生産性の向上と物流の効率化を図る

とともに、「働きやすい職場認証制度」等の施策

により誰でも働きやすい労働環境の実現、安定的

な人材の確保を目指して、取組を進めてまいります。

（５）温室効果ガスの排出削減、流通業務の省力

化による持続可能な物流体系の構築を図るため、

物流総合効率化法の枠組みの下、物流施設の自動

化・機械化、鉄道・船舶へのモーダルシフトや輸

送網の集約・輸配送の共同化など物流の効率化を

図る取組を支援します。

３． 公共交通の確保・充実による豊かな地域づくりの推進

（１）誰もが自由に外出・移動が可能な社会の実

現のため、地域公共交通の役割はより重要になっ

ています。地域の実情に応じた輸送手段の確保は

喫緊の課題であり、地方公共団体が中心となって、

あらゆる輸送手段を柔軟に組み合わせ、まちづく

り政策と連携しつつ地域モビリティ全体を再構築

する交通政策が不可欠です。中部運輸局では、地

域公共交通計画の策定及び計画に基づく事業への

支援を進めてまいります。それぞれの地域におい

て必要とされている輸送サービスの対象や範囲等

に応じてきめ細やかに対応し、地域における取組

に貢献してまいります。



（２）社会情勢やライフスタイルの変化に対応し、

地域公共交通を持続可能な形で維持するため、地

域交通を「リ・デザイン」（再構築）していく取

組を推進してまいります。具体的には、自動運転

やＭａａＳ等の「交通ＤＸ」、車両の電動化等の

「交通ＧＸ」を進めつつ、「官民の共創」、「交

通事業者間の共創」、「他分野を含めた共創」の

「３つの共創」等を推進し、まちづくりと連携し

つつ、利便性・持続可能性・生産性の向上を図り

ます。国土交通省では昨年、地域交通法を改正し、

経営の厳しいローカル鉄道の再構築に関する仕組

みの導入や、社会資本整備総合交付金の対象拡大

といった支援策の拡充を行いました。中部運輸局

においてもこうした新たな制度を活用し、各地で

実施される取組を積極的に支援してまいります。

（３）地方部において移動ニーズが小口化・多様

化する一方で、公共交通の担い手不足が顕在化し

てきており、交通不便地域の輸送需要に応えられ

ない事態が生じています。昨年来、国土交通本省

では『ラストワンマイル・モビリティ／自動車Ｄ

Ｘ・ＧＸに関する検討会』を立ち上げ、「供給力

の強化」や「地域の実情に即した多様なサービス

の提供」を実現すべく、タクシーや自家用有償旅

客運送の制度の見直しや運用の弾力化に着手して

おります。

　中部運輸局では、地域・交通事業者等とともに、

同検討会で示された施策を活用しながら交サー

ビスを持続的で利便性の高いものにリ・デザイ

ンしてまいります。

（４）中部運輸局では、地域公共交通に関する施

策を担う地方自治体や交通事業者を主な対象に、

学識者の講演や施策の最新情報の共有を行う「地

域公共交通シンポジウム」を毎年開催しています。

昨年は「交通とまちづくりの連携」をテーマに開

催し、約２００名の方にご参加いただきました。引

き続き、有意義な情報提供ができるよう、継続し

てまいります。

（５）共生社会の実現に向け、ユニバーサルデザ

インの街づくりが求められており、旅客施設を含

む公共施設等や、その経路、案内設備等の面的・

一体的なバリアフリー化を一層推進していく必要

があります。北陸新幹線の新駅開業や令和８年の

アジア競技大会・アジアパラ競技大会の開催等を

見据え、自治体のバリアフリーマスタープラン等

の策定を支援・促進してまいります。また、バリ

アフリー教室の開催などを通して、心のバリアフ

リーの普及啓発にも取り組んでまいります。

４．地域経済を支える観光の質的向上

（１）昨年３月に閣議決定された観光立国推進基

本計画では、観光立国の持続可能な形での復活に

向け、「持続可能な観光」、「消費額拡大」、「地方

誘客促進」の３つのキーワードに特に留意しつつ、

持続可能な観光地域づくり、インバウンド回復、

国内交流拡大の3 つの戦略に取り組むこととして

います。

（２）持続可能な観光地域づくりの体制整備のた

め、「日本版持続可能な観光ガイドライン（ＪＳ

ＴＳ-Ｄ）」の実践を通じた観光ＧＸや自然環境

・地域資源の保全・活用等に関する取組を支援し

てまいります。また、自然、文化・歴史、地場産

業等の観光資源の持続可能性を高めるため、地域

の観光資源の保全や活用への取組や、需要の分散

・平準化や混雑を解消するためのシステム・設備

の整備等への支援を行ってまいります。

（３）地域一体となった観光地・観光産業の再生

・高付加価値化や観光 DX 等の取組を、複数年度

にわたる計画的な支援策等を活用して推進します。

これにより、旅行者の利便性向上及び周遊促進、

観光産業の生産性向上、経営の高度化による「稼

げる地域・産業」の実現を目指してまいります。

（４）地方誘客促進によるインバウンドの拡大を

図るため、「特別な体験の提供等によるインバウ



ンドの拡大を図るため、「特別な体験の提供等に

よるインバウンド消費の拡大・質の向上」事業、

「地方における高付加価値なインバウンド観光地

づくり」事業等を支援してまいります。

（５）昨年３月に受け入れが再開された国際クル

ーズ船については、日本へのさらなる寄港を促進

し、地域の活性化を図ってまいります。

　また、海や船を身近な存在とするために推進し

ている「Ｃ　ｔｏ　Ｓｅａプロジェクト」の一環として、

クルージングのモデルルートである「マリンチッ

ク街道」の多地域への展開を進めてまいります。

５．防災・危機管理

（１）国土交通省では、令和２年７月に「総力戦

で挑む防災・減災プロジェクト」をとりまとめま

した。これに基づき、中部運輸局におきましても、

運輸事業者における風水害、雪害等災害時におけ

る輸送の確保、活動の維持、早期回復のための

防災力の向上に取り組んでおり、「運輸防災マネ

ジメントセミナー＆運輸防災ワークショップ」を

開催するなど、引き続きプロジェクトの着実な推

進に努めてまいります。

２）南海トラフ巨大地震などの大規模災害に備え、

具体的な地震・津波などを想定した実践的な防災

訓練を繰り返し実施しております。災害発生時に

迅速かつ的確に対応できるよう、応急時の体制強

化に努めるとともに、発災時における速やかな職

員派遣や情報収集、代替輸送の確保等を確実に実

施できるよう、関係事業者や関係地方公共団体等

との連携を強化してまいります。

（３）大規模災害の発生により物流システムが寸

断された場合、国民生活に甚大かつ広域的な影響

が生じます。このため、各県と物流事業者との間

で締結されている「災害時支援協定」がより実効

的なものとなるよう努めるとともに、物流総合効

率化法に基づく特定流通業務施設の民間物資拠点

点リストアップの強化など、災害時の円滑な支援

物資輸送の実現に向けて引き続き取り組んでまい

ります。



年頭のご挨拶

愛知運輸支局長

 古　橋　靖　弘　

　あけましておめでとうございます。令和６年の

新春を迎え、謹んで年頭のご挨拶を申し上げます。

年の初めを節目として、皆様それぞれが、この一

年の展望と思いを描いておられることと思います。

　さて、昨年5月に新型コロナウイルス感染症の

取扱いが5類に引き下げられたことにより、人流、

物流ともに活発になり、社会経済活動が回復傾向

となっています。そのような中、運輸関係事業の

人材確保は担い手の不足・高齢化が問題となって

おり、社会基盤を支える輸送サービスに与える影

響は大きなものとなっています。

　また、近年は自動車社会の変革時期として、最

先端技術を活用した自動運転の実用化、脱炭素化

に向けた電気自動車の普及など、自動車の安全・

環境性能に対する技術革新は著しく進んできてい

ます。

　愛知運輸支局では、こうした交通環境の整備を

図りつつ、「輸送の安全・安心の確保」、「地域

公共交通の確保・維持」、「運輸・整備事業の課

題解決及び人材確保・育成」、「観光振興の推進」、

「自動車の安全性確保と自動車検査登録手続きの

利便性向上」、「防災・危機管理」について重点

的に取り組んでまいります。

１．輸送の安全・安心の確保

　輸送の安全・安心の確保は交通政策の基本であり、

自動車運送事業における最優先課題です。自動車

運送事業者の皆様に自ら安全性を高めていただく

べく、運輸安全マネジメント制度の一層の普及、

取組の徹底を図ってまいります。具体的には、各

輸送モードの実態を考慮した評価を引き続き実施

することにより、事業者における安全風土の醸成

及び輸送の安全確保に向けた環境作りに取り組ん

でまいります。

　現在、事業用自動車に係る交通事故総数につい

ては、全国的に増加傾向に転じています。

　また、昨年は、各輸送モードにおいて死傷者の

発生を伴う重大事故が複数発生しており、このよ

うな事故を未然に防ぐことが重要な課題となって

います。これらの対策として、自動車運送事業者

に対し、国による監査の実施と、（一財）中部貸

切バス適正化センター及び愛知県貨物自動車運送

適正化事業実施機関による巡回指導、運行管理者

講習等により、法令遵守の徹底を図ってまいります。

　さらに、中部ブロック事業用自動車安全対策会

議において策定した「事業用自動車総合安全プラ

ン２０２５中部ブロック取組計画」に基づき、運

行管理業務の高度化の推進や健康起因事故防止、

飲酒運転防止対策等を徹底させることにより、事

業用自動車が原因となる悲惨な事故を発生させな

いよう取組を進めてまいります。

２．地域公共交通の確保・維持

　公共交通は、日常生活を営むうえで、また、ま

ちづくりや経済活動を支えるうえで欠かすことの

できない重要な役割を担っておりますが、昨今の

コロナ禍とそれに伴う生活スタイルの変化による

利用者の減少、運転手の離職などによる人手不足、

燃料費や諸経費の高騰による経営圧迫など、公共

交通のおかれた環境は厳しさを増しています。こ

のような中で公共交通を維持してゆくためには、

地域の基盤的サービスとして利便性・持続可能性



・生産性を高めていくことが重要であることから、

国土交通省では昨年を「地域公共交通再構築元年」

と位置付け、様々な支援制度を創設・拡充しました。

　愛知運輸支局におきましても、地域公共交通の

再構築（リ・デザイン）の推進に資する取組を、

地方公共団体や交通事業者と連携しながら、積極

的に支援してまいります。

　また、一昨年、昨年とタクシーの運賃改定、い

くつかの路線バス事業者の運賃改定が行われまし

た。貸切バスについても昨年10月の運賃制度改正

に伴い、県下の全ての貸切バス事業者が新運賃を

適用するに至っています。バス・タクシーともに、

運賃改定が利用者へのサービスの向上や運転者の

労働条件の改善、安全投資への取組の促進につな

がるよう取り組みを推進してまいります。

３．運輸・整備事業の課題解決及び人材確保・育成

　自動車運送業界では、本年4月から「働き方改

革関連法」に基づき、自動車の運転業務の時間外

労働の上限規制の強化が実施されます。これによ

り、運転手の労働環境の改善が期待される一方で、

輸送の担い手が不足することが懸念されています。

いわゆる「２０２４年問題」として、物流の停滞

が懸念される物流業界に関して、政府では「物流

革新緊急パッケージ」を策定し、物流の効率化、

荷主・消費者の行動変容、商慣行の見直しなどに

ついて具体的対策を講じていくこととしておりま

すが、問題解決に向けては運送事業者のみならず、

運送に関わる様々な関係者の理解や協力が必要な

ところです。

　愛知運輸支局においても、必要な物流を持続的

に確保し、労働者の労働条件の改善に向け「ホワ

イト物流推進運動」、「働きやすい職場認証制度」

の推進及び荷主・運送事業者に向けた啓発セミナ

ー等の周知活動の積極展開などに加え、昨年７月

に創設された「トラックＧメン」による荷主等へ

の監視体制の強化を着実に実施してまいります。

　また、物流産業と同様に担い手の不足が深刻な

課題となっている公共交通業界に関しても、若者

や女性が活躍しやすい環境の整備や、県下の各ハ

ローワーク等との連携による就職セミナーの実施

など、人材確保・育成に関する対策を検討実施す

るとともに、SNSなどを活用した情報発信など、

担い手確保の取組を支援してまいります。

　自動車整備業界においても、「愛知自動車整備人

材確保・育成連絡会」により、高等学校訪問や小・

中学生を迎えての職場体験、児童に整備事業を身近

に感じてもらうためのこども自動車整備士といった

取組を通じ、自動車整備士の魅力を伝えるなどして

整備人材の確保・育成に努めてまいります。

４．観光振興の推進

　昨年 3月に閣議決定された観光立国推進基本計

画では、観光立国の持続可能な形での復活に向け、

観光の質的向上を象徴する、「持続可能な観光」、

「消費額拡大」、「地方誘客促進」の3つのキー

ワードに特に留意し、持続可能な観光地域づくり、

インバウンド回復、国内交流拡大の3つの戦略に

取り組むこととしています。

　中部運輸局においても、持続可能な観光地域づ

くりの体制整備のため、「日本版持続可能な観光

ガイドライン（ＪＳＴＳ-Ｄ）」の実践を通じた観光

ＧＸや自然環境・地域資源の保全・活用等に関す

る取組を推進し、中部管内の地域が旅行先として

選ばれるための支援を行うこととしています。

　また、春日井、豊田に加え、昨年10月に岡崎で

「地方版図柄入りナンバープレート」が導入され

ました。これらのナンバープレートが「走る広告

塔」として地域の魅力発信につながることを期待

しています。

５．自動車の安全性確保と自動車検査登録手続きの利便性向上

　衝突被害軽減ブレーキ等の高度な電子制御技術

を搭載した先進安全自動車については、年々普及

が進んでおり、交通事故の防止に大きな効果が期

待されます。交通事故の削減に向け、更なる普及

啓発に努めてまいります。自動運転については、

運転者を配置しない「レベル４」での自動運転移



動サービスが開始されるなど着実に技術が進展して

おり、自動運転の実用化による交通事故の削減につ

ながることを期待しています。先進安全自動車の普

及にあわせ、引き続き特定整備制度への移行を図る

とともに、本年１０月から車載式故障診断装置を活

用したＯＢＤ検査を円滑に開始するなど、更なる

安全性の確保に向けた対応を進めてまいります。

　自動車検査証の電子化については、ＩＣタグが

貼り付けられた新たな車検証の交付が開始されて

から１年が経過します。国から委託を受けた民間

車検場（指定自動車整備工場）等が自社において

電子車検証の有効期間の更新、検査ステッカーの

印刷をすることができ、これまで必要であった運

輸支局・自動車検査登録事務所への来訪が不要と

なり、利便性が向上する「記録等事務代行サービ

ス」の普及促進を行ってまいります。

　また、引き続き、自動車保有関係手続きにかか

る申請者の負担軽減、業務の効率化のため、オン

ラインで一括した申請手続きを可能とするワンス

トップサービス（ＯＳＳ）を推進し、行政手続き

の向上に取り組んでまいります。

６．防災・危機管理

　昨今の地球温暖化などの影響により、集中豪雨

や台風襲来など相次ぐ自然災害によって、多くの

地域で甚大な被害が発生しています。昨年は、愛

知県内の地域においても線状降水帯の多発など局

地的な豪雨によって、避難指示等が発令される事

態となりました。

　運輸支局・自動車検査登録事務所では、自治体

が発令する災害警戒レベルによって、業務継続の

判断を早急におこない、来庁者等の人命確保を最

優先に努めてまいります。

　また、自然災害時における輸送の確保、活動の

維持、早期回復のための防災力の向上を目的とし

た「運輸防災マネジメント」を確実に推進すべく

取組を強化してまいります。

　平時より南海トラフ巨大地震や台風による自然

災害などに備え、災害発生時の迅速かつ的確な対

応ができるよう、実践的な防災訓練を実施するな

ど、応急時の体制強化に努めるとともに、発災時

における情報収集、代替輸送の確保等に迅速に対

応できるよう関係機関とも連携した体制整備の強

化に努めてまいります。

　以上、愛知運輸支局の取組の方向性を申し述べ

ましたが、今後とも皆様方のより一層のご理解・

ご協力をお願い申し上げます。皆様にとりまして

輝かしい良い年となりますことを心より祈念し、

新年のご挨拶とさせていただきます。



　

　

新春のご挨拶

　　　　　　　　愛知労働局長
　　　　　　　阿 部 　 充

　新春を迎え、謹んでお慶びを申し上げます。

　令和６年の年頭に当たり、愛知労働局の行政運

営に対する一般社団法人愛知県トラック協会並び

に会員事業場の皆様の日頃からのご理解とご協力

に改めて御礼申し上げますとともに、今年一年の

所信の一端を述べさせていただきます。

　本県では、新型コロナウイルス感染症拡大の影

響により、有効求人倍率（季節調整値）は、令和

２年９月に1.02倍まで低下しました。基幹産業で

ある自動車関連産業を中心に幅広い産業で回復の

動きがあり、求人についても、業種による差異は

あるものの、持ち直しの動きが広がりつつあるな

ど、雇用情勢は改善の基調を維持しています。令

和５年10月の有効求人倍率（季節調整値）は1.35

倍となっております。

　一方、産業によっては、求人の提出を控える動

きもあることから、一部において改善の動きが弱

まっていると捉えております。また、エネルギー

価格や原材料価格の上昇等が雇用に与える影響に

ついて、引き続き注視する必要があると認識して

います。

　愛知県最低賃金については、昨年10月１日から

初めて1,000円を超えて時間額1,027円となりまし

た。拡充された業務改善助成金等の各種支援策、

賃金引き上げ特設ページ及び相談窓口としての働

き方改革推進支援センターの一層の周知も図りつ

つ、最低賃金の履行確保と、非正規雇用労働者の

労働条件確保のため、「同一労働同一賃金」の遵

守の徹底に向け、取組を図ってまいります。

　長時間労働の抑制については、本年４月に、こ

れまで適用が猶予されていた自動車運転者をはじ

めとする適用猶予業務等に対する時間外労働の上

限制が適用され、さらに、改正された改善基準告

示についても令和６年４月から適用されることか

ら、円滑な施行に向けて、労働基準監督署・ハロ

ーワーク、貴協会等の業界団体や所管官庁と連携

を密にし、これらの業種・職種に対する企業の自

主的な取組を促すため集中的な支援等を行います。

　加えて、人手不足やドライバーの高齢化などの

課題がある中、運送業界の働き方改革を推進する

とともに法令遵守を図るため、「長時間にわたる

荷待ち時間や無理な到着時間の設定等」について、

労働基準監督署から発着荷主等に対して、配慮

（長時間の恒常的な荷待ち時間を発生させないよ

うに努めること等）を要請する取組を継続して進

めていくこととしています。

　安全衛生については、リスクアセスメントのプ

ロセスと生産性等の向上を図るプロセスを一体的

に行う「安全経営あいち®」を掲げ、より前向き

で、自律した安全衛生管理の推進を支援してまい

ります。

　労働保険制度については、加入促進と適正な労

働保険料徴収を推進するとともに、各種手続きが

簡単・便利になる電子申請の周知・広報を積極的

に展開してまいります。

　さらに、多様な人材が活躍できるよう、女性活躍、

育児・介護と仕事の両立、各種ハラスメント防止

対策を引き続き推進してまいります。とりわけ

「男女の賃金の差異」、「男性労働者の育児休業

取得率」の公表をきっかけとして、各企業の女性

活躍の取組が進み、男性の育児休業取得が促進さ

れるよう周知を図ってまいります。

　



　障害者雇用対策については、本年以降、法定雇

用率の引き上げ及び一部の業種に認められている

除外率の引き下げを予定しております。また、昨

年度の障害者雇用促進法の改正により、数のみで

なく、障害者の能力開発・向上が事業主の義務と

され、雇用の質についても問われているところで

す。各ハローワークでは、関係機関と連携しつつ

障害者及び企業の皆様に寄り添った支援を進めて

まいります。

　併せて、「人への投資」を強化するとともに、

産業構造の変化に伴うデジタル人材等の需要の高

まりや人材不足の状況に対し、ＩＴスキル向上促

進のための公的職業訓練の実施や生産性向上支援

訓練を積極的に展開してまいります。併せて、人

材開発支援助成金等の活用促進にも注力してまい

ります。

　以上、本年も多様な課題に適切に対応していく

所存ですので、皆様のご支援とご協力を賜ります

ようお願い申し上げます。

　結びに、本年が皆様にとってより良い年になる

よう衷心より祈念いたしまして、年頭のご挨拶と

いたします。



　

　

新年のご挨拶

　　　　　　　　愛知県警察本部長
　　　　　　　鎌 田 徹 郎

　あけましておめでとうございます。

　会員の皆様方におかれましては、令和６年の輝

かしい新春を御家族ともども健やかに迎えられま

したことを心よりお慶び申し上げます。

　また、日頃から交通安全活動をはじめ、警察行

政の各般にわたり格別の御支援と御協力を賜り、

厚く御礼申し上げます。

　さて、昨年は、皆様方のお力添えを賜りながら、

交通死亡事故の抑止に向けて様々な対策を展開し

てまいりましたが、多くの尊い命が交通事故によ

り失われました。

　昨年の交通死亡事故の特徴を見てみますと、死

者数に占める高齢者の割合は依然として高く、歩

行者、交差点での事故が多発したほか、飲酒運転

に起因する事故や横断歩道上での死亡事故が目立

つなど、ドライバーの規範意識の低さが窺われる

事故が後を絶たない一方で、歩行者の信号無視や

道路の斜め横断等に起因する重大事故も多発しま

した。

　県警察といたしましては、昨年の結果を重く受

け止め、本年も「交通死亡事故の抑止」を最重要

課題の一つに掲げ、「高齢者」、「歩行者」、「自

転車」及び「交差点」を柱とした諸対策を、組織

の総力を挙げて取り組んでまいります。

　具体的には交通事故情勢を踏まえ、高度な交通

事故分析を行うとともに、その結果に基づき、ド

ライバーや自転車、歩行者の特性等に応じたきめ

細かな対策を図りながら、こどもや高齢者をはじ

めとする歩行者の保護、自転車や特定小型原動機

付自転車などの小型モビリティに対する交通ルー

ル遵守の徹底及び安全利用の促進、飲酒運転や横

断歩行者妨害等の重大事故に直結する交通違反の

取締りの強化等の総合的な交通事故抑止対策を推

進してまいります。

　交通事故は、県民の誰もが当事者となるおそれ

のある身近な問題であり、安全な交通社会を実現

するためには、県民一人一人が交通安全意識を高

め、道路を利用する全ての人がそれぞれ相手の立

場に配慮し、思いやりの気持ちを持って行動する

ことが重要であると考えております。

　皆様方におかれましては、本年も県警察、自治

体、関係機関・団体等の取組みがより効果的なも

のとなりますよう、御支援と御協力をお願い申し

上げます。

　結びに、本年が皆様方にとりまして幸多い年で

ありますよう祈念申し上げまして、新年の御挨拶

とさせていただきます。



　

　

新春のご挨拶

　　　　　　　　愛知労働局長
　　　　　　　阿 部 　 充

　令和６年を迎えるにあたり、謹んで新年のご挨

拶を申し上げます。

　２０２４年４月からトラックドライバーの時間

外労働の年９６０時間上限規制と改正改善基準告

示が適用されます。ドライバーの労働時間が短く

なることで輸送能力が不足し、何も対策を講じな

ければ物流が停滞しかねなくなるほか、我が国の

物流を維持していくためにドライバーが長時間労

働をせざるを得なくなるなどといった様々な問題

が懸念される「物流の２０２４年問題」が、いよ

いよ目前に迫ってまいりました。

　政府では、昨年６月に「物流革新に向けた政策

パッケージ」を取りまとめたのに続き、同１０月

には「物流革新緊急パッケージ」を取りまとめま

した。政策パッケージでは、政府を挙げて「物流

の効率化」、「荷主・消費者の行動変容」、「商

慣行の見直し」に取り組んでいくことが掲げられ

ており、２０２４年４月が迫るなか、賃上げや人

材確保など早期に具体的な成果が得られるよう、

各施策に取り組む方針が明確にされました。全日

本トラック協会としても、国民生活と我が国の経

済活動を支えるトラック輸送を維持していくため、

実り大きな１年となるよう、政府・与党などと連

携しながら取り組みを推進してまいります。

　トラック輸送産業は、エッセンシャルワーカー

であるドライバーの皆さんのたゆまぬ努力により、

全国各地で地域の経済と人々の暮らしを支えてお

り、公共交通機関としての重責を担うとともに、

地方創生の旗頭として、高い評価を得てまいりま

した。「物流の２０２４年問題」という、業界に

　

とっての一大転換点を強い結束力で乗り越え、引

き続き我が国の経済活動を支え続けていくために、

全ト協では政府と一体となって「物流の２０２４

年問題」解決に精一杯取り組んでまいります。

　国際競争に打ち勝つ強固な物流の実現に向け、

ドライバーの皆さんは、まさに日本経済の一翼を

担う真のエッセンシャルワーカーであり続けなけ

ればなりません。

　一方で、「２０２４年問題」は２０２４年さえ

乗り越えれば終わるという一過性の課題ではなく、

一般労働者と同程度の労働時間の実現に向けて、

今後もさらなる労働時間短縮への取り組みが求め

られてきます。また、労働力不足や商慣行の見直

しなどへの対応も求められてくるため、２０３０

年の輸送力不足も見据えて、様々な対策に中長期

的に取り組んでいく必要があります。２０２４年

がゴールなのではなく、我が国の「物流革新」に

向けた取り組みは今がスタートだと考えなければ

なりません。

　全ト協としましては、非効率な商慣行の見直し

やＤＸ等による物流の効率化・生産性の向上を図

る「イノベーション」を何としても実現させ、一

般消費者、トラック運送事業者やドライバー、荷

主の三者が発展する「三方良し」の社会を実現さ

せるべく、政府などと連携しながら様々な取り組

みを進めてまいります。

　昨年６月には、皆様方のご協力を頂戴しながら、

私が先頭に立って実現に取り組んできた貨物自動

車運送事業法の一部を改正する法律が可決・成立

し、「標準的な運賃」「荷主対策の深度化」の制

度が当分の間延長されることになりました。

　

年 頭 の 辞

公益社団法人　全日本トラック協会会長

 　　　　 坂　本　克　己



　さらに、荷待ち・荷役に係る費用、燃料高騰分、

下請に発注する際の手数料等も含めて、荷主企業

等に適正に転嫁できるよう、国土交通省に設置さ

れた「標準的な運賃・標準運送約款の見直しに向

けた検討会」において「標準的な運賃」と「標準

運送約款」見直しに向けた議論が進められ、昨年

末に見直しに向けた提言が取りまとめられました。

　「標準的な運賃」「燃料価格の高騰分」につい

ては、荷主からしっかり収受しなければなりませ

ん。また、燃料サーチャージは運賃とは別建てで

収受するほか、高速道路料金についても荷主から

収受していくために、各事業者において荷主とし

っかり交渉を行う必要があります。関係行政機関

ではできる限りの施策を実施していただいており、

適正運賃・料金収受への外堀を埋めてくださいま

した。さらに、内堀を埋めるべく、次期通常国会

には適正運賃収受、賃上げの実現等の環境整備に

向け、内閣法が提出される予定です。あとは、政

府が現在進めている持続的な賃上げを実現させる

ために、会員事業者が荷主等に対して体当たりで

交渉を行い、適正運賃・料金収受を勝ち取り、ド

ライバーの賃金水準の向上など待遇改善を実現さ

せて、「自信と誇り」が持てる職業にしていかな

ければなりません。

　そのためには、荷主が運賃交渉に応じない、ま

た荷主や配送先の都合による長時間の荷待ち、契

約にない附帯作業をさせられるなど、国交省によ

る勧告や要請などの対象となる違反原因行為の疑

いがある荷主企業に関する情報をトラックＧメン

へ提供いただきたいと考えております。トラック

Ｇメンと連携し、商慣行の見直しに向けた取り組

みを加速していくことで、荷主とトラック運送事

業者の立場が対等になることを確信しております。

　さらに公正取引委員会では昨年１１月、内閣官

房と連名で「労務費の適切な転嫁のための価格交

渉に関する指針」を取りまとめており、運賃交渉

に応じない荷主に対しては独占禁止法および下請

代金法に基づき厳正に対処していく方針が示され

ております。

　トラック運送業界は、「安全で安心な輸送サー

ビスを提供し続けること」が社会的使命であり、

常に「安全」を最優先課題と位置付けながら事業

を進めていく必要があります。一方で、昨年は事

業用貨物自動車が第１当事者となる死亡事故件数

が前年よりも増加したほか、大型車による車輪脱

落事故も多く発生しております。

　会員事業者の皆様におかれましては、「今一度

基本に立ち返り」、グリーンナンバーの自信と誇

りを胸に安全運行の徹底に努め、国民の皆様に安

心していただけるような輸送の確保に努めていた

だきたいと考えております。

　また、「物流革新に向けた政策パッケージ」に

おいて、「物流拠点の機能強化や物流ネットワー

クの形成支援」や「労働生産性向上に向けた利用

しやすい高速道路料金の実現」が明記されました。

全ト協としましては、引き続き、道路を使用する

ドライバーの労働環境の改善を図るため、暫定２

車線区間の４車線化やミッシングリンクの解消、

渋滞対策の推進のほか、高速道路のＳＡ・ＰＡな

どにおける駐車スペースの拡充や多くの運送事業

者の輸送効率化に資する高速道路の利用を一層推

進していく観点から、大口・多頻度割引の拡充措

置の継続等について、政府・与党に対して強力に

要望活動を行ってまいります。

　トラック運送業界にとって、２０２４年はまさ

に正念場ともいえる１年を迎えることになると思

いますが、「我々トラック運送業界こそが、我が

国の経済活動を力強く支えている」という強い気

概をもちながら、業界が一丸となってこの難局を

打破してまいりたいと考えております。会員事業

者の皆様からのご理解に改めて感謝申し上げると

ともに、さらなるご協力を切にお願いしながら、

新年の挨拶とさせていただきます。
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新 入 会 員

支部 名　　　　称 所　　在　　地 代 表 者
大　中　小

電　　話

第一

第四

西三

東三

丹羽　雄介

大城　聡

梅田　純一

竹内　雅彦

0

0

5

1

（株）雄飛

（株）シーガルロジ

青伸産業運輸（株）

竹内運送（株）

〒462-0804 名古屋市北区上飯田南町5-3-303

〒454-0936 名古屋市中川区高杉町338番地

〒198-0024 東京都青梅市新町8-24-9

（連）〒471-0853 豊田市細谷町2-24

〒443-0021 蒲郡市三谷町東1丁目4番地

（連）〒443-0021 蒲郡市三谷町弥生1丁目5番地レジデンス木の実101号

(052) 938-5275
 FAX 938-5275
(052) 655-6766
FAX 050-3153-1584
(0565) 42-2606
 FAX 42-2607
(0533) 79-8698
 FAX 79-8698

車 両 数
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退 会 会 員

支部 名　　　　称 所　在　地

名古屋市西区

愛西市

犬山市

日進市

岡崎市

碧南市

蒲郡市

西尾市

（株）MONOLITH

中部興産（株）

ティーケイ物流（有）

（有）オーティ・トランスポート

ディーエヌシー物流（株）

（株）セイカ運輸

（有）丸次運送

（有）フジイ輸送

第一

第二

尾東

知多

西三

西三

東三

東三
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尾西　キリンビール名古屋工場

支　　部 開催日 場　　　所 内　　　　　容

尾 西 12月 8 日 キリンビール名古屋工場 年末の交通安全県民運動に伴う啓発活動

（写真左より）
鈴木雅博議員、丹羽洋章議員、島倉誠議員、矢野経済産業局長、内田副会長、石塚吾歩路議員、南部文宏議員

　12月８日（金）、愛知県トラック協会（内田副会長）は愛知県議会議事堂にて、自由民主党愛知県
議員団運輸振興議員連盟（会長：石塚 吾歩路 議員）同行のもと、矢野経済産業局長と面談しました。
　面談では、令和５年度の国の補正予算において、地方創生臨時交付金「重点支援地方交付金」に
追加予算が計上され、支援推奨事業として新たに「物流」が追加されたことに伴い、燃油価格高騰
に直面するトラック運送業界に対し、本予算を活用したトラック業界向けの経営支援を行っていた
だくよう強く要望しました。



依田交通部長に要望書を提出する加藤副会長（左）
（令和5年12月18日、愛知県警察本部 交通部長室）

（写真左より）
　南部文宏議員、石塚吾歩路議員、寺岡会長、松井理事長、内田副会長、中川専務

　愛知県トラック協会は、12月18日、貨物集配中の車両に係る駐車規制の見直しに関する要望書を
愛知県警察本部の依田交通部長に提出しました。会員事業者に対するアンケート調査の結果、ドラ
イバーが駐車場所に苦慮している実態が浮かび上がりました。このため、会員事業者から集約した
駐車規制の見直しに関する要望箇所も併せて提出し、早急に検討いただくよう依田交通部長に要望
しました。

　12月26日（火）、愛知県トラック協会（寺岡会長）は名古屋高速道路公社にて、自由民主党愛知県
議員団運輸振興議員連盟（会長：石塚 吾歩路 議員）同行のもと、松井理事長はじめ公社幹部と面談
しました。
　面談では、2024年問題を目前に控える中、定時性・速達性の高い高速道路をより有効に利用し、
ひいては国民や荷主のニーズに応えた我が国の経済活動への貢献が可能となるよう、名古屋高速道
路における最高速度の引上げに関して要望・意見交換を行いました。





令和５年度

第３回

オンライン配信

令和６年 月 日（水） 13:00 – 16:30
申込み締切：令和6年2月16日(金)

日 時

視聴方法 申込み時メールアドレスへ配信当日迄にURLをご案内いたします。

第1部
13:00 – 14:00
「事業管理及び関係帳票類の作成について」

講師 : 愛知県貨物自動車運送適正化事業実施機関 指導員

第3部

15:30 – 16:30
「中部運輸局管内における行政の取組事例

監査方針や処分事例等について」
講師 :中部運輸局 愛知運輸支局 監査担当・保安担当

２ ２１

研修会･配信に関するお問い合せ先

愛知県トラック協会 適正化事業部適正化事業課

☎ 0561-76-2242
愛ト協HP https://ssl.aitokyo.jp/
ご視聴をご希望の方は下記よりお申込みください。

これまで新規許可事業者や巡回指導時の評価を基に、対象事業者のみに上記研修会を行ってい
ましたが、令和３年度より対象以外の会員の皆様にも研修会の様子ご試聴いただけるようにオン
ライン配信を開始しました。

適正化事業フォローアップ研修会
新規許可事業者研修会

運行管理業務の再確認！

第2部

14:15 – 15:15
「トラック運転者の労働時間等の改善基準の留意点について」

講師 : 愛知労働局 労働基準部 監督課 特別司法監督官
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※こちらの情報はあくまで暫定値のため、正確な情報はWEBにてご確認ください。

軽油価格の推移

調査年月

※上記は軽油引取税を含んだ金額です。また、消費税は含んでいません。

ス タ ン ド ロ ー リ ー カ ー ド

－ 　 － 　 －

－ 　 － 　 －

－ 　 － 　 －

－ 　 － 　 －

－ 　 － 　 －
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委　員　会

部　　会 　 月中の活動状況

　

海上コンテナ部会（山本部会長）

〇実務委員会三役会、ＮＵＴＳ委員会との打合せ

                    　    （服部実務委員長）

　　月　日：令和５年１２月１９日（火）

　　場　所：名海運輸作業株式会社　弥富輸送セ

　　　　　　ンター会議室（Ｗｅｂ会議にて参加）

　　内　容：１）ＮＵＣＴ遠隔レーンについて

　　　　　　２）ＴＣＢシステム障害について

　　　　　　３）ＴＣＢ光電管の巻き込み事故に

　　　　　　　　ついて

　　　　　　４）年末年始のターミナル及びバン

　　　　　　　　プール稼働について

○街頭指導及び実務委員会（服部実務委員長）

　　月　日：令和５年１２月２０日（水）

　　場　所：木材会館

　　内　容：パトロール及び会議

　　　　　　１）ターミナルコンテナ取扱量の推

　　　　　　　　移について

　　　　　　２）ターミナル部会　違反パトロー

　　　　　　　　ル調査結果について（１１月分）

　　　　　　３）専門チームの編成について

　　　　　　４）その他

　　　　　　　　・令和６年度　新規入会について

　　　　　　　　・令和６年　パトロール編成に

　　　　　　　　　ついて

　　　　　　　　・今後の日程について

○西部臨海工業地帯安全輸送協議会

　　　　　　　　　　　　　（服部実務委員長）

　　月　日：令和５年１２月２１日（木）

　　場　所：西部臨海地区内／木材会館

　　内　容：１）蟹江警察署からの報告

　　　　　　２）名古屋国道事務所からの報告

　　　　　　３）名古屋港管理組合からの報告

　　　　　　４）愛知県トラック協会からの報告
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月支 部 行 事支 部 行 事
１

名古屋第一支部

（13 日） 交通死亡事故ゼロに向けて 2024

　　　　「いざ出陣！」キャンペーン ( 名中会 )  

（22 日） 高牟神社交通安全祈願（水曜会）   

  

名古屋第二支部      

（16 日） 役員会     

（23 日） 第２陸青会　新年会    

 

名古屋第三支部      

（10 日） ゼロの日街頭活動    

（15 日） 成田講（五社巡り）    

（18 日） 西４区パトロール    

（26 日） 港警察署　感謝状贈呈式    

（30 日） 青年部会　新年懇親会    

 

尾東支部      

（25 日） 支部新春セミナー・賀詞交歓会   

 

尾西支部     

（12 日） 第一班　役員会 / 新年懇親会  

（18 日） 一宮警察署　感謝状贈呈式  

（24 日） 第二班　交通・労働合同セミナー  

（26 日） 特積み一宮ブロック　定例会  

   

西三支部     

（17 日） 豊田部会、役員会・定例会・新年懇親会 

（25 日） 安城部会、役員会   

（26 日） 西尾部会、労働講座（岡﨑労働基準監督

　　　　署・西尾警察署）、役員会  

（28 日） 碧南部会、交通安全祈願（伊勢神宮） 

    

東三支部     

（13 日） 新城南北設楽陸運協会　例会  

（20 日） 新春セミナー    

   

プロは みな 誇りと

　　自覚と模範運転
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お問い合わせ・お申し込みは、下記までお気軽にお電話ください。

豊橋事務所

〒460-0026　名古屋市中区伊勢山二丁目5番21号

TEL（052）715-5103・TEL（052）715-5104
TEL（052）715-5101・TEL（052）715-5102

TEL（0532）57-5188営業部　営業1課
営業部　営業2課 〒440-0886　豊橋市東小田原町48番

　　　　セントラルレジデンス　202号

www.chukokyo.jp

詳細は、
ホームページへ

スマホにも
対応しています！

トラックあいち　第 574 号　編集発行人／寺岡　洋一
みよし市福谷町西ノ洞 21-127（TEL 0561-76-2006）　一般社団法人愛知県トラック協会
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